
 

 

 

 

 

 

 ３月２３日は修了式。入鹿小学校の平成２９年度の課程が修了しました。この１年で子

どもたちは身も心も大きく成長しました。例えば、１年生の子

どもたちは４月当初はランドセルを背負うのがやっと、という

くらいだったのが、今では堂々とランドセルを背負って学校へ

とやって来るようになりました。このように立派に成長できた

のも、保護者や地域の皆さんのご協力があったからこそと感謝

いたします。特に、子ども見守り隊の方々は雨の日も風の日も、

暑さや寒さが厳しい日も通学路に立ってくださり、また、子ど

もたちといっしょに歩いてくださり、本当にありがとうござい

ました。４月からもよろしくお願いいたします。 

 ４月からは新しい学年になります。６年生６人が卒業し、新１年生４人が入学し、全校

児童２２人となります。人数の関係で、１年生、２年生は単式学級としてスタートします

（３１年度にはすべて複式に戻る予定です）。来年度も入鹿小学校の教育活動にご支援・ご

協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 ３月１７日（土）、朝は寒さが残っていたものの、澄み

切った青空の下、卒業式を行いました。私から一人ずつに

卒業証書を手渡しましたが、その受け取る手はどの子も力

強く、態度は堂々としたものでした。 

 式の後半、「お別れの言葉」の中で、将来、警察官やス

ポーツ選手、会社員、キャンプ場の社長、大工さん、美容

師さんと将来なりたいものを発表し、それぞれの夢に向か

って頑張っていくことを誓ってくれました。 

在校生、卒業生、それぞれの呼びかけまでは気丈に頑張っていた子どもたちでしたが、

式の最後の歌になると卒業生も在校生も涙を流す子が多くなり、また、保護者や来賓の方々

も目頭を押さえる方も増え、最後は涙の卒業式となりました。私も何度となく目頭を押さ

えたのは言うまでもありません。 

６人の卒業生は入鹿中学校、私立中学校へとはばたいて行きました。それぞれの進学先で

の活躍を期待しています。頑張ってください。 
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４月の予定 

 ６日（金） 始業式、着任式・・・・・ 11:30 下校 

 ９日（月） 入学式（在校生も参加）・・11:30 下校 

１０日（火） 給食開始 

１１日（水） 街頭指導 

１７日（火） 全国学力･学習状況調査(６年生)、みえスタディチェック(４･５年生) 

       育友会新旧役･委員会(19:00) 

２０日（金） 授業参観、育友会総会、懇談会 

２７日（金） 春の遠足（予備日５月２日） 

２９日（日） 昭和の日 

３０日（月） 振替休日 

 

 

 

 ４年生の田島迅人さんが熊野市立図書館主催の読書感想文コンクールで優秀賞を受賞し

ました。優秀賞とは一番優れた作品に贈られる賞で、熊野市や南牟婁郡から応募された作

品の中での１等賞です。タイトルは「『犬や猫が消えた』を読ん

で」です。この本は、戦争中、愛するペットを殺されるとわかっ

ていて差し出さなければならなかった人々の悲しみを描いたも

ので、戦地に赴く兵隊のために、犬や猫の毛皮を使って防寒具を

作るのに、家庭のペットでさえも供出を強制され、人々の心に大

きな傷を与えたという飼い主とペットの悲しいお話であると同

時に、戦争の残忍さを描いた作品でもあります。賞状を手渡した

後、全校児童の前でこの感想文を迅人さんに感想文を読んでもらいましたが、迅人さんの

素直な気持ちがよく表れており、戦争を二度と繰り返してはいけないという頼もしい言葉

も印象的で素晴らしい感想文でした。迅人さん、本当におめでとう。 

 

 

 

 卒業式、入学式に向けて育ててきたパンジー・キンギョソ

ウ・アリッサムとチューリップがきれいな花を咲かせていま

す。パンジー等は卒業式に会場に並べ、文字通り花を添えま

した。これからどんどん暖かくなり、４月の入学式にはチュ

ーリップが今以上にきれいな花を咲かせて、新入生のために

花を添えてくれるでしょう。春はそうすぐそこまで来ています。 
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新学期のことですので、一部変更になる

可能性があることをご承知おきください 


